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将来に向けて頼りになる
人間関係の構築を

  本部長　笠原　史久

　東京都トラック協会青年部の皆様、

日頃より支部・本部青年部活動にご尽

力を頂いておりまして、誠にありがと

うございます。

　この度、武井前本部長からバトンを

引き継がせて頂きました、多摩支部・

(株)ＮＴＳロジの笠原史久でございま

す。これから２年間、皆様方と共によ

り良い業界創りの礎を築けるように精

一杯頑張って参りますので、宜しくお

願いします。

　この２年間、掲げていく基本的なテ

ーマは『将来に向けて頼りになる人間

関係の構築』です。また、私達青年

部は、将来の経営者を育成するという

ことが目的の一つでございます。現在、
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既に会社の代表者である方も多数おら

れますが、これから経営者になる方も

含めて、更なる飛躍をしていく為に青

年部としては、研修を通して知識を深

めたり、イベントを通して業界の仲間

と親睦を深めたりする事で、必ず皆様

方の会社にとってプラスとなるような

活動をして参ります。是非とも、より

多くの方々が青年部活動に参加して頂

きまして、自分達が命をかけている業

界の発展に寄与していただくことが、

会社の発展、ひいては働いている従業

員の幸せにつながることになると考え

ております。

　勉強不足で至らない点が多々あるか

と思いますが、会員の皆様からご指導

を頂きながら、より良い青年部にして

いければと考えておりますので宜しく

お願いします。

◇世田谷支部
　皆様こんにちは。

　青年部長の畔上

です。青年部長になり２年目になりま

した。昨年度は全ト協青年部会全国大

会や関東ブロック大会に出席し、普段

会うことのできない他県の方との交流

ができました。このような場に、世田

谷支部青年部からも多くの方に参加し

てもらえるようにしていきたいと思い

ます。

　また、６月には、本部での活動を通

じて目黒・渋谷支部との三支部合同研

修会を初めて行う事ができました。青

年部の他の行事より、多くの会員が参

加し、とても有意義な研修会になりま

した。

　そして、８月２日～３日には、世田

谷では恒例になりました「せたがやふ

るさと区民まつり」が開催されました。

　このまつりは、毎年３０万人を超え

る方が来場されており、世田谷支部で

は参加してから４年目になり、今年

も暑い中、２０名の青年部会員により、

スーパーボールすくいの出店を行いま

した。ブース内ではドライブレコーダ

ーの映像を流したり、ノベルティーを

配布して交通安全のＰＲをし、パネル

支部だより
にて支部活動の紹介をしました。その

結果、６００名弱の方にお越し頂きま

した。

　この様な恒例行事を大切にして新し

い事にもチャレンジしていける青年部

にしていきたいと思っています。

青年部長　畔上　慎也　ちとせ運送 (株)

◇深川支部
　深川支部青年部の平成２６年度事業

の第一弾として、７月２８日（月）に

地元の深川警察署交通課との意見交換

会を行いました。

　今年４月に江東区内の交差点で、小

学校２年生の男児が大型トラックには

ねられて死亡するという痛ましい事故

がありました。マンションや豊洲市場

の建設で大型車の通行量が増加し、ま

た、６年後の東京五輪においては多く

の競技会場が設置されるため、さらに、

工事車両の増加が見込まれており、今

回の意見交換会は時機に適したもので
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ありました。

　交通課長からは会員事業者に対し、

「被害者の立場からの事故防止」とい

う視点から、子供などの動きを予測し、

生活道路では、「先を読んだ運転」を

要請するとともに、栃木県鹿沼市で起

きたクレーン車転倒の事故事例を挙げ、

直接的な事故原因になった運転者の

「てんかん」について管理者が認識し

ていなかったことから「風通しの良い

職場作り」の重要性を説明されており

ました。

　また、警察署としても、地元のあら

ゆる機関に対して安全講習・教育を行

っているので、積極的に依頼していた

だければというお話もありました。

　我々会員事業者からも積極的な意見

があり、警察としての違反取締り重点

項目（交差点、携帯電話の使用等）の

内容確認、道路事情の改善提案（表示

がなく急に右折レーンになるような道

路の改善等）があり、その後の懇親会

では、さらに掘り下げた深い意見交換

がなされました。

　「事故をして幸せになる人は誰もい

ない。一つひとつの違反は一つひとつ

の事故と同じ。この意識を持って日々

取り組めば、必ず事故は減る。」

　事故の悲惨さ、事故防止活動の意義

を改めて認識し、そして情報交換等、

大変有益な会となり、また、今年度の

深川支部青年部事業活動のはずみとな

りました。

青年部長　結城　賢進　結城運輸倉庫(株)

◇城東支部
　こんにちは城東支部です。お陰様で

総会も終わり、青年部長は前期から引

き続き、(株)オーエストランスの尾﨑

秀仁が就任し、今期の活動がスタート

しました。

　さて、城東支部からのお便りは【交

通安全教室】についてです。城東支部

青年部の交通安全教室は昭和６３年か

ら今日まで続いている活動です。年に

２～３回、各小学校から依頼を受け、

開催しておりますが、内容は『自分の

命は自分で守る』を念頭において【死

角】【巻込み】【飛出しの危険】を教

えています。この内容は、先輩達の代

★関東トラック協会青年部会
　平成２６年度研修見学会
　１１月７日（金）

　(1)視察先：

　　ＵＤトラックス株式会社上尾工場

　(2)研修発表会・交流会会場：

　　浦和ロイヤルパインズホテル

行事予定

から変わらないものです。

　最近では、自転車の事故も増えてお

りますので、自転車を使った実演も行

っておりますが、本当に事故が減らな

いですね…（涙）。

　学校側も授業の一つとして依頼し

ているので、会員達もそれを理解し

て、緊張しながらも頑張っております

（笑）。

　また、城東支部青年部では誰でも交

通安全教室が実施出来るように、マニ

ュアルを作成し、随時更新しておりま

す。

　今後は本部や各支部青年部と共に、

事故ゼロを目指していきたいと思いま

すので、宜しくお願いいたします。

情報通信員　新関　正晃　山新運輸 (株)

●お悔やみ申し上げます●

永牟田　孝平氏

　多摩支部青年部・(株)多摩中日運輸

　荒川　隆義氏ご尊父

　７月11日ご逝去されました。（82歳）

謹んで故人のご冥福を
お祈り申し上げます。

前回の ( 公社 ) 全日本トラック協会青年部
会全国大会。７３０名が参加。

★平成２６年度
　(公社) 全日本トラック協会
　青年部会全国大会

　平成２７年２月２６日（木）

　於：京王プラザホテル（新宿）
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　６月１４日（土）、山梨県笛吹市のホテル春日居で「第２６回（公社)全

日本トラック協会青年部会・関東ブロック大会」が開催されました。大会の

テーマは「今こそ団結ひとつの力へ あるべき姿を目指して」でした。当日は、

関東ブロックを中心に、青年組織に所属する会員約２００名が出席しました。

　研修会の部では、全ト協青年部会・佐久間部会長より、「東日本大震災に

おける被災地への支援活動報告」を行った後、ラジオパーソナリティの西本

淑子氏が「お客様や取引先との基本的なコミュニケーションの取り方～感じ

いい会話の方法～」について講演を行いました。佐久間部会長のお話は、経

営者としての会社に対しての責任だけでなく、社会に対する責任について考

えさせられました。西本氏の講演では、相手に物事を伝えるには、その伝え

る手法を考えることの重要性に気付かされました。どちらの講演も非常に為

になるお話でした。

　講演後は、「ヒューマンネットワークを更に推進し、自ら益々襟を正し、

未来は自らの手で掴み取っていくという強い意志を持つ。」「仲間達と互い

に研鑽を積み、積極的に研修を重ね、知恵を出し合うことで活路を見出し、

如何なる難局をも乗り越えてゆく。」「業界が直面する課題に取り組み、コ

ンプライアンスに基づいた経営の実現とイメージの向上を図る。」の３項目

の実践を宣言する大会宣言が採択され、研修会の部は幕を閉じました。

　その後は、交流会の部へ移り、参加者どうしが懇親を深めました。

　来年の関東ブロック大会は東京での開催になります。皆の英知を結集し、

すばらしい大会を創りあげていきましょう！

副本部長　勝俣　良美　(株)カツマタテクニカルトランスポート

(公社) 全日本トラック協会青年部会

関東ブロック大会に参加して

(一社)大阪府トラック協会青年部会との

意見交換会に参加して

　去る７月１９日（土）、大阪市の「大成閣」にて、（一社）大阪府

トラック協会青年部会との意見交換会に参加させていただきました。

その日は、あいにく天候が悪く、新幹線も大幅に遅れ、数名が時間に

間に合わないというアクシデントもありましたが、東京、大阪あわせ

て３０名もの方々が参加されました。

　意見交換会の内容は、昨年と同様に、自社ＰＲとテーブルディスカ

ッションとなり、まず初めに、グループに分かれて、自社ＰＲの発表

でした。事前に参加者が作成した自社ＰＲ表をもとにＰＲするのです

が、時間が足りなく、最後の方は社名と業務内容のみとなってしまう

方もいました。

　次にメンバーを入れ替えて、テーブルディスカッションに移り、テ

ーブルごとに「青年組織の今後の活動に期待すること」と「労働力不

足の現状と対策について」のいずれかのテーマに分かれました。

　私たちのテーブルは、労働力不足の現状と対策についてで、大阪も

東京も同じ問題を抱えているらしく、労働力確保に各社苦労してい

るようでした。その中でも外国人の労働について様々な意見が飛び交

い、言葉の問題やら、お国柄の問題など、外国人が運送会社で働くに

はクリアしなければいけない問題が多い事を実感するとともに、外国

人に頼らなくてもよくなるように魅力ある業界にしていければと思い

ました。

副本部長　飯田　修一　大心運輸(株)


